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Ⅰ 一般会計補正予算（第 16 号） 

１ 補正予算編成の考え方 

新型コロナウイルス感染症対策として、市立学校園における感染症対策に必要な衛生用品等

の購入や、ＧＩＧＡスクール構想における 1 人 1 台端末環境の実現に向けた取組として、各学

校等の円滑な通信環境を確保するための学習系ネットワーク整備及び市立高等学校等において

低所得世帯に貸与する端末や各教室に設置する大型提示装置を購入するほか、特定不妊治療に

要した費用の一部を助成する事業の拡充を行う。

新型コロナウイルス感染症対策以外では、国の補助金を活用し、道路の舗装や付属設備の改

修工事等を令和 3 年度当初予算から一部前倒して実施するほか、産業教育の充実化を目的とす

る尼崎双星高等学校の実習室の整備等を実施するとともに、各事業にかかる繰越明許費補正を

行うなど、令和 2年度一般会計補正予算（第 16号）を編成する。 

３月補正（第１６号）予算のポイント 

〇 医療提供体制・感染拡大防止対策の充実 

   ・市立学校園における感染症対策に必要な衛生用品等の購入 

〇 地域経済の活性化・地域の元気づくり 

・特定不妊治療費の助成事業の拡充 等 

〇 子どもたちの居場所・学習機会の確保と心のケア 

・市立高等学校の低所得世帯に貸与する端末や、大型提示装置の整備 

・学校等における学習系ネットワーク回線の整備 

〇 国の補助金の活用 

・中島新橋通行止め遮断機設置工事、道路舗装改修工事、尼崎双星高等学校の実

習室整備、明城小学校等の空調設備の更新工事 等 

令和 2年度 3月補正の概要
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２ 補正予算の内容 

〇 新型コロナウイルス感染症への対応に係る補正予算 補正予算額  219,807 千円

（１）医療提供体制・感染拡大防止対策の充実 補正予算額  96,100 千円

・教材費（小学校、中学校、高等学校、幼稚園、特別支援学校） 

   市立学校園における感染症対策に必要な衛生用品等を購入する。 

（２）地域経済の活性化・地域の元気づくり 補正予算額  53,000 千円

・特定不妊治療費助成事業費 

   特定不妊治療に要した費用の一部を助成する事業について、所得制限の撤廃及び助成

額等を拡充する。 

   所得制限：夫婦の所得合計 730 万円未満  → 所得制限を撤廃 

   助成額 ：15 万円／回（初回のみ 30万円）→ 30 万円／回 

   助成回数：生涯で通算６回まで      → 1 子ごとに６回まで 

（３）子どもたちの居場所・学習機会の確保と心のケア 補正予算額  70,707 千円

・教育ＩＣＴ環境整備事業費 

   ＧＩＧＡスクール構想における１人１台端末環境の下で円滑な通信環境が確保される

よう、各学校等の学習系ネットワークを整備する。（41 小学校、18 中学校、3 高等

学校、1特別支援学校、教育・障害福祉センター、教育総合センター） 

また、市立高等学校等の低所得世帯に貸与する端末及び大型提示装置を整備する。 

   貸与予定端末数：525 台  大型提示装置導入数：90台 

〇 令和３年度補正予算（第１号）に振替えする補正予算 補正予算額  △43,500 千円

（１）地域経済の活性化・地域の元気づくり 補正予算額  △43,500 千円

・ＩＣＴ化推進事業費補助金（市独自事業） 

   市内の法人保育施設等に対する保育現場のＩＣＴ化に要する経費の一部を補助する事

業について減額する。 

〇 新型コロナウイルス感染症への対応以外の補正予算 補正予算額  416,900 千円

（１）道路橋りょう維持管理事業費 補正予算額  104,400 千円

    中島新橋通行止め遮断機設置及び道路の舗装改修工事等を実施する。 

（２）庄下川都市基盤河川改修事業費 補正予算額  30,000 千円

    庄下川の治水機能強化のための改修工事を実施する。 

（３）園田豊中線等道路整備事業費 補正予算額  45,000 千円

    阪急園田駅周辺の交通混雑の緩和及び駅北側エリアへの交通の円滑化を目的とする園

田豊中線を整備する。 

（４）尼崎双星高等学校特色づくり推進事業費 補正予算額  99,000 千円

    尼崎双星高等学校においてパソコン等を配備した実習室を整備する。 

（５）各種施設整備事業費 補正予算額  127,500 千円

    明城小学校の空調設備の更新工事を実施する。 

（６）地区体育館整備事業費 補正予算額  11,000 千円

    小田体育館の第２フロア空調設備の更新工事を実施する。 
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３ 補正予算の規模 

  （単位：千円）

現在予算額 補正予算額 補正後予算額 

266,157,923 593,207 266,751,130

４ 歳入歳出補正予算額 

   （単位：千円）

歳  入 歳  出 

款 補正予算額 款 補正予算額 

国庫支出金 548,742 民生費 △43,500

県支出金 10,000 衛生費 53,000

繰入金 △218,235 土木費 179,400

市債 252,700 教育費 404,307

合 計 593,207 合 計 593,207

５ 繰越明許費 

追 加  （単位：千円）

款 項 事 業 名 金 額 

教育費 教育総務費 尼崎双星高等学校特色づくり推進事業 99,000

教育費 教育総務費 教育ＩＣＴ環境整備事業 70,707

教育費 小学校費 教材費 56,400

教育費 中学校費 教材費 25,600

教育費 高等学校費 教材費（全日制高等学校） 4,800

教育費 高等学校費 教材費（定時制高等学校） 1,600

教育費 幼稚園費 教材費 4,500

教育費 特別支援学校費 教材費 3,200

変 更  （単位：千円）

款 項 事 業 名 補正前の額 補正後の額

民生費 児童福祉費 保育の量確保事業 364,048 394,839

民生費 児童福祉費 ＩＣＴ化推進事業費補助金 50,250 6,750

土木費 道路橋りょう費 道路橋りょう維持管理事業 83,408 187,808

土木費 河川水路費 庄下川都市基盤河川改修事業 74,220 104,220

土木費 都市計画費 園田豊中線等道路整備事業 25,000 70,000

教育費 小学校費 各種施設整備事業 6,020 133,520

教育費 保健体育費 地区体育館整備事業 4,422 15,422
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６ 市債 

変 更  （単位：千円）

起債の目的 補 正 前 補 正 後 

道路等整備事業費 限度額 1,045,900 限度額 1,071,800

都市計画事業費 限度額 81,100 限度額 85,000

社会体育施設整備事業費 限度額 81,400 限度額 88,700

７ 費目別事業概要 

民生費 △43,500 千円

 ＩＣＴ化推進事業費補助金 △43,500 千円

市内の法人保育施設等に対する保育現場のＩＣＴ化に要する経

費の一部を補助する事業について減額する。

衛生費 53,000 千円

 特定不妊治療費助成事業費 53,000 千円

  特定不妊治療に要した費用の一部を助成する事業について、所

得制限の撤廃及び助成額を拡充し実施する。 

土木費 179,400 千円

 道路橋りょう維持管理事業費 104,400 千円

  中島新橋通行止め遮断機設置及び道路の舗装改修工事等を実施

する。 

 庄下川都市基盤河川改修事業費 30,000 千円

  庄下川の治水機能強化のための改修工事を実施する。 

 園田豊中線等道路整備事業費 45,000 千円

  阪急園田駅周辺の交通混雑の緩和及び駅北側エリアへの交通の

円滑化を目的とする園田豊中線を整備する。 

教育費 404,307 千円

 尼崎双星高等学校特色づくり推進事業費 99,000 千円

  産業教育の充実を図るため、尼崎双星高等学校においてパソコ

ン等を配備した実習室を整備する。 
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 教育ＩＣＴ環境整備事業費 70,707 千円

  ＧＩＧＡスクール構想における１人１台端末環境の下で円滑な

通信環境が確保されるよう、各学校等の学習系ネットワークを

整備する。また、市立高等学校等の低所得世帯に貸与する端末

及び大型提示装置を整備する。 

 教材費（小学校） 56,400 千円

  学校における感染症対策に必要な衛生用品等を購入する。 

 各種施設整備事業費 127,500 千円

  明城小学校の空調設備の更新工事を実施する。 

 教材費（中学校） 25,600 千円

  学校における感染症対策に必要な衛生用品等を購入する。 

 教材費（全日制高等学校） 4,800 千円

  学校における感染症対策に必要な衛生用品等を購入する。 

 教材費（定時制高等学校） 1,600 千円

  学校における感染症対策に必要な衛生用品等を購入する。 

 教材費（幼稚園） 4,500 千円

  幼稚園における感染症対策に必要な衛生用品等を購入する。 

 教材費（特別支援学校） 3,200 千円

  学校における感染症対策に必要な衛生用品等を購入する。 

 地区体育館整備事業費 11,000 千円

  小田体育館の第２フロア空調設備の更新工事を実施する。 


